
第10章 自 然 環 境

第 1 節 自然環境の状況

1 自 然環境の現況

本県の 自然環境の学術覊査は 、 昭和47年度に鳥取大学を中心 と す る ｢鳥取県 自 然環境調査研究会｣

に鳥取県が委託 して 、 地形、 地質、 災害、 植物、 動物 、 景観について実施 さ れ 、 ｢鳥取県の 自 然澗査

報告｣ と し て出版 さ れた。

その後、 昭和48年度には環境庁の ｢ 自然環境保全基礎調査｣ も 開始 さ れ 、 陸域、 海域 と も種々 の邇

査が実施 さ れ 、 鳥取県の貴重な 自然や地域特性等が明 ら か に さ れて き た。

平成 3 年度に ｢鳥取県 自 然環境掲査研究会｣ に鳥取県が委託 して 、 地形、 地質、 植物、 動物につい

て再調査を行い 、 ｢鳥取県のす ぐれた 自然｣ と し て出版 さ れた。

そ の概要は次の通 り であ る 。

( 1 ) 地形 、 地質

鳥取県内の全域を掲査対象 と して 、 す ぐれた 自 然環境で 自 然保護上重要な も の 、 学術上の価値の

あ る も の 、 自 然景観のす ぐれて い る も の 、 消滅の危機にあ り 現状保存の急がれ る も の 、 過去におい

て鳥取県の発展に寄与 し た 自然の事物で歴史的に重要であ る も のは表 1 の通 り であ る 。

(2) 植 物

鳥取県内に保全ま たは残存 して い る植物群落の内 、 主 と し て ま と ま り の あ る植物群落を対象に し 、

｢学術的に価値が高い｣ ｢規模が大 き く 自 然性がす ぐれて い る ｣ 、 ｢群落が小規模であ っ て も 貴

重な植物が生育 してい る ｣ 、 ｢人為植生であ っ て も 自 然植生に近 く 歴史的所産 と して価値が高い｣

な ど保全す る価値を有す る も のは表 2 の通 り であ る 。

@) 動 物

鳥取県内 に生息す る 重要種119項 目 、 1 36種 と 県内 に あ る 重要生息地域20項 目 について調査を行 っ

たが 、 そ の内環境庁の レ ッ ド デー タ ブ ッ ク 掲載種で鳥取県に生息す る 動物は表 4 の通 り であ る 。

(4) 景 観

本県の地形的景観の特色は 、 中国山地の分水界が北に偏 り 、 更にそ の北側に大山火山地帯が横た

わ っ て 日 本海に迫 り 、 山並の重層す る 山国的な景観を呈す る点に あ る 。

し か も 、 山陰的多雨 と急傾斜の短流河川 に よ り 山地には深い侵食谷が発達 し 、 河川上流には滝

や渓谷の発達が顕著であ る 。

海岸の景観は 、 肢節密度の高い東部 リ ア ス式岩石海岸や中部岩石海岸、 こ れ ら を つ な ぐ鳥取、 北

条砂丘帯 と 弓 ヶ 浜砂州な ど 、 い わゆ る 日 本海岸地形に特色が あ る 。

(5 ) 温 泉
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本県におけ る温泉は 、 平成 8 年度末現在において 、 13温泉地、 313源泉 (利用源泉206 、 未利用源

泉107) か ら平均温度53 . 8度の温泉水を毎分17 , 346 . 2 リ ッ ト ル く み上げ、 主 と して観光、 保養温泉

と して利用 さ れ、 平成 8 年におけ る宿泊利用人 口 は191万人に達 してい る 。

温泉の利用人 口 は 、 最近は横ばい状態な が ら長期的にみ る と漸増の傾向をた ど り 、 国民の保養、

休養の場と して 、 あ る い は農業用利用や医療施長の一つ と して 、 又 、 最近の温泉ブー ム に よ り 今後

ま す ま す利用 さ れてゆ く こ と が予想 さ れ る 。

こ れに対処す る ため従来、 資源の枯渇、 衰退現象等を防止す る ため 、 それぞれの地域に適合 し た

掘削等の規制を行 う 一方、 源泉の集中管理の導入を指導 して き た と こ ろ であ る 。

ま た 、 温泉資源の衰退防止 と 、 既成温泉地の適正な利用指針の基礎資料とす る ため 、 県下の主要

温泉地について 、 地球物理崗査、 地下地質構造湘査等一連の科学巍査を年次。十画で実施 した。

2 自 然環境保全基礎調査の概要

自然環境保全基礎覊査は 、 自 然環境保全法第 5 条に基づ き 、 環境庁においておおむね 5 年 ご と に実

施 さ れ る 澗査であ り 昭和48年度に第 1 回 目 の澗査が行われ、 平成 5 年度か ら第 5 回の覊査が実施 さ

れてい る 。

さ ら に 、 平成 6 年度か ら種の多様性崗査 も 開始 さ れた。

表1 19 自 然環境保全基礎調査一覧

調 査 対 象 第 1 回基礎調査 第 2 回基礎詞査 第 3 回基礎調査 第 4 回基礎調査 第 5 回基礎澗査
(昭和48年度) (昭和53 ･ 54年度) (昭和58~62年度) (昭和芻~平成4 年度) (平成 5 ~ 9 年度)

植 物

陸 域

動 物

地形

地質

河 川

陸水域

湖 沼

海 域

生 態 系

･,
･

自 然度調査

植生 自 然度

-

-

ト

す く･ れ ん

自 然 調 査

植 物

野生動物

地質 地形

歴史的 自 然環境

陸水域 自 然度

動 物 分 布 調 査
哺乳類 鳥類
爬 虫類 ･ 両 生類

離籍類

動 物 分 布 調 査
全種調査
哺乳 類 ･ 鳥 類
爬 虫類 両 生類
淡水 魚類
昆虫類 貝 類

動 物 分 布 調 査
全種調査
哺乳 類 ･ 鳥 類
爬 虫類 両生類
淡水 魚 類
昆 虫類 貝 類

海中 自 然環境

河川

湖沼

海域 自 然度

訓
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( 1 ) 第 1 回 自 然環境保全基礎圏査

昭和48年度か ら 開始 さ れた第 1 回基礎調査は、 全国の植生 自然度、 現存植生、 及びす ぐれた 自然

調査と して植物群落、 野生動物、 地形 ･ 地質 自然現象、 海中 自然環境、 歴史的 自 然環境を対象 と

して調査を実施 し 、 そ の結果は都道府県別の 1 200 , 000の地図 と して報告 さ れてい る 。

鳥取県では 、 植物群落78 、 野生動物47 、 地形 地質 自 然現象102 、 海中 自然環境 8 歴史的 自

然環境171 が報告 さ れてい る 。

(2 ) 第 2 回 自 然環境保全基礎覊査

ア 動植物澗査

昭和53 ･ 54年度に実施 さ れた第 2 回基礎調査は 、 植生調査を鳥取県の約半分の地域において実

施 し 、 現存植生図を 1 50 , 000の地図 と して報告 さ れて い る 。 ま た 、 特定植物群落の選定基準を

A~Hの 8 段階に定め 、 鳥取県では54の群落を特定植物群落 と して選定 してい る 。

動物については 、 哺乳類、 鳥類、 両生類、 は虫類、 淡水魚類、 昆虫類の掲査を実施 してい る 。

哺乳類は 、 鳥取県では大型獣 8 種類の掲査の う ち 、 ヒ グマ を除 く 一 ホ ン ザル 、 ニ ホ ソ ジ カ 、 ツ キ

ノ ワ グマ 、 イ ノ シ シ 、 キ ツ ネ 、 タ ヌ キ 、 ア ナ グマ の 7 種類について分布調査を実施 してい る 。

鳥類は 、 昭和53年 4 月 1 日 か ら 同年 8 月 31 日 ま での期間中に 、 日 本で繁殖 して い る と 思われ る

257種につい て調査を実施 した 。 鳥取県では 、 繁殖を確認 した も の81種、 そ の可能性のあ る も の2

1種、 生息は確認 したが 、 繁殖について不明 な も の 8 種であ っ た。

こ の調査の中で、 絶滅危惧種であ る イ ヌ ワ シ 、 ク マ タ カ については 、 生息は確認で き なか っ た

が 、 繁殖期におけ る 生息が考え ら れ 、 危急種では サ ゴ オ オ タ カ 、 ハ ヤ ブサが繁殖期におけ る

生息が考え ら れ る と報告 さ れてい る 。

ま た 、 危急種では 、 チ ュ ウ サ ギ 、 ハ イ タ カ 、 コ ア ジ サ シ 、 ブ ッ ポ ウ ソ ウ の繁殖が確認 さ れてお

り 、 オ シ ド リ 、 ウ ミ ス ズ メ は生息が確認 さ れてい る 。 ま た 、 繁殖期におけ る 生息が考え ら れ る種

と して 、 サ ン カ ノ ゴ イ 、 オ オ ヨ シ ゴ イ ゾ ゴ イ ノ ･ チ ク マ 、 オ オ ジ シ ギ、 ツ バ メ チ ド リ コ ジ ュ

リ ソ が報告 さ れてい る 。

両生類 ･ は虫類は環境庁が指定 した34種につい て掲査を実施 し たが 、 鳥取県では 、 生息が確認

さ れてい る モ ノ ア オ ガエル 、 オ オ サ ン シ ョ ウ ウ オ 、 カ ス サ ン シ ョ ウ ウ オ 、 プ チ サ ン シ ョ ウ ウ オ 、

ヒ ダサ ン シ ョ ウ ウ オ 、 ハ コ ネ サ ン シ ョ ウ ウ オ 、 ア カ ウ ミ ガ メ の 7 種について分布調査を実施 した。

こ の内 、 オ オ サ ソ シ ウ ウ オ と ア カ ウ ガ メ は希少種であ る 。

淡水魚類は環境庁が指定 した27種の内 、 鳥取県に生息す る イ ト ョ と カ マ キ リ さ ら に鳥取県が

選定 した ス ナ ヤ ッ メ 及びヤ マ メ につ いて分布調査を実施 した。
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な お 、 鳥取県には レ ッ ド デー タ ブ ッ ク に掲載 さ れてい る淡水魚類は生息が確認 さ れてい な い。

昆虫類は 、 良好な 自然環境を知 る 目 的で、 環境庁が指定 し た10種の昆虫と鳥取県が選定基準に

従 っ て選定 した50種について 、 分布澗査を実施 した。 こ の内 レ ッ ド デー タ ブ ッ ク に掲載 さ れてい

る種は危急種の タ ガ メ ギ フ キ ウ 、 希少種のオ オ ム ラ サキ 、 キ マ ダ ラ ル リ ッ バ メ ゴマ シ ジ

ヒ メ ヒ カ ゲであ る 。

そ の他干潟の存在や藻場について も 調査を実施 した。

こ れ ら の調査結果は、 全国版及び都道府県版 と して ま と め られてい る ほ か 、 都道府県別の 1

200 , 000の地図 と して報告 さ れてい る 。

イ 河川捌査

第 2 回基礎崗査と して 、 千代川 5 地点、 天神川 5 地点、 日 野川 10地点の魚類調査及び河川改変

状況の崗査を実施 し た。 その結果、 千代川で23魚種、 天神川で15魚種、 日 野川で19魚種が捕獲 さ

れた。

ウ 湖沼邇査

第 2 回基礎掲査と して 、 多鯰 ヶ池、 湖山池、 東郷池の水質及び生息魚類等について掲査を実施

した。

ェ 海域生物覊査

第 2 回基礎掲査と し て 、 鳥取県沿岸 5 地点において湖上帯、 高潮帯、 中潮帯低潮帯、 浸水帯の

生物巍査を実施 し た。

(3) 第 3 回 自 然環境保全基礎調査

ァ 動植物掲査

昭和58~62年度に実施 さ れた第 3 回基礎調査は 、 植生調査を第 2 回で覊査が行われな か っ た地

域を対象 と して実施 し 、 全県を対象 と し た現存植生図を 1 50 , 000の地図 と して報告 さ れてい る 。

ま た 、 特定植物群落については 、 第 2 回の調査で選定 した特定植物群落のその後の改変等の状況

搦査と新たに追加が必要な群落の調査を行っ た。 そ の結果15地点の群落が追加 さ れた。 第 2 回基

礎澗査の特定植物群落60地点の う ち 1 地点が改変のため削除 さ れ 、 合。十74地点 と な っ た。

動物については、 我が国に産す る 全ての動物種について 、 ｢い っ 、 ど こ に 、 何が｣ い たか と い

う 嗣査を実施 した。 こ の全種掲査は 、 哺乳類、 鳥類、 両生類、 は虫類、 淡水魚類、 昆虫類 ( ト ン

ボ類、 チ ウ類、 セ 類、 ガ類及び甲虫類の一部) 貝類 (淡水産貝類及び陸産貝類) を対象に

-128-



実施 し 、 それ ら の結果を中間報告 と して 9 分冊の報告書に ま と めた。

哺乳類は 、 澗査対象種129種の内 、 全国で107種が報告 さ れてい る が 、 鳥取県では県内在住の澗

査員がい な い ため 、 報告は カ ワ ネ ズ の 1 件だけであ る 。

鳥類は 、 昭和59年12月 か ら 60年 1 月 の期間中に澗査を実施 し た。 鳥取県では135種が確認 さ れ

てお り 、 こ の 内絶滅危惧種はオ ジ ロ ワ シ 、 ク マ タ カ 、 危急種はカ ソ ム リ カ イ ッ ブ リ 、 ツ ク シ ガモ 、

サ ゴ 、 チ ュ ウ ヒ 、 ハ ヤ ブサ 、 希少種は チ ュ ウ サ ギ 、 ク ロ ッ フ ヘ ラ サ ギ 、 マ ガ ソ 、 ヒ シ ク イ コ

ク チ ウ 、 オ シ ド リ ト モ エ ガモ 、 シ ノ リ ガモ 、 ハ イ タ カ 、 コ ジ ュ リ ソ であ っ た。

両生類 ･ は虫類は 、 凋査対象種144の内 、 全国で126種が報告 さ れてい る が 、 鳥取県では県内在

住の調査員がい な いため 、 報告 さ れて い な い 。

淡水魚類は、 掲査対象種195種の内 、 全国で158種が報告 さ れてい る 。 鳥取県では県内在住の調

査員はい な い が51種が報告 さ れてお り こ の内 に レ ッ ド デー タ ブ ッ ク に掲載 さ れて い る 種はい な

し ･ 0

昆虫類の ト ン ボ類は 、 調査対象種203種の内 、 全国で169種が報告 さ れてい る 。 鳥取県では県内

在住の澗査員がい な いが 7 種が報告 さ れて お り こ の内 レ ッ ド デー タ ブ ッ ク に掲載 さ れて い る 種

はい な い 。

チ ョ ウ 類は 、 調査対象種286種の内 、 全国で258種が報告 さ れてお り 、 鳥取県では 4 人の県内在

住調査員 に よ り 覊査を実施 し た結果108種が報告 さ れて い る 。 こ の 内危急種は ギ フ チ ウ 希少

種は キ マ ダ フ ル リ ッ メ ク ロ シ ジ ゴマ シ ジ オ オ ム フ サ キ 、 ヒ メ ヒ カ ゲであ っ た。

セ ミ 類は 、 崗査対象種32種の内 、 全国で32種が報告さ れて い る 。 鳥取県では県内在住の覊査員

がい な い が 、 6 種が報告 さ れて お り こ の内 レ ッ ド デー タ ブ ッ ク に掲載 さ れてい る種はい な い 。

ガ類は 、 調査対象種251種の 内 、 全国で230種が報告 さ れて い る 。 鳥取県では県内在住の調査員

がい な い が32種が報告 さ れてい る 。 な お 、 ガ類には レ ッ ド デー タ ブ ッ ク に掲載 さ れて い る 種はい

な い 。

甲虫類は 、 掲査対象種104種の 内 、 全国で55種が報告 さ れて い る 。 鳥取県では県内在住の覊査
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員がい な いため 、 報告 さ れてい な い。

陸産貝類は、 覊査対象種647種の内 、 全国で51 1種が報告 さ れてお り 鳥取県では 4 人の県内在

住掲査員に よ り 巍査を実施 した結果12種が報告 さ れてい る 。

淡水産貝類は、 巍査対象種117種の内 、 全国で100種が報告 さ れてお り 鳥取県では 4 人の県内

在住覊査員に よ り 調査を実施 した結果16種が報告 さ れてい る 。

イ 河川掲査

第 3 回基礎調査と して 、 千代川 5 地点、 天神川 5 地点、 日 野川 10地点において第 2 回基礎覊査

と 同 じ魚類澗査及び河川改変状況の調査を実施 した。

そ の結果、 千代川12魚種、 天神川11魚種、 日 野川12魚種が捕獲 さ れた。

ウ 湖沼調査

第 3 回基礎掲査 と して 、 第 2 回基礎覊査 と 同様多鯰 ヶ 池 、 湖山池、 東郷池の水質及び生息魚類

等について調査を実施 した。

(4) 第 4 回 自然環境保全基礎調査

ア 動植物調査

昭和63~平成 4 年度に実施 さ れた第 4 回基礎掲査は、 植生掲査を衛星画像の解析に よ っ て抽出

さ れた植生改変地を対象 と して現地詞査を実施 し 、 そ の結果は全国地図 ( 1 : 2 , 500 , 000) に現

存植生図及び植生 自 然度図 と して報告さ れてい る 。 ま た 、 第 2 回及び第 3 回に実施 し た特定植物

群落巍査は実施せず、 地上130 cmの位置の幹周が300 cm以上の樹木 (巨樹) 及び こ れ ら が複数生育

してい る樹林 (巨木林) を対象に巨樹 巨木林澗査を実施 し た。 そ の結果は次の と お り であ る 。
M
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表120 澗査件数

巨 樹
巨 木 林

合 。十 測定巨木総数
樹 林 並 木 小 口十

3 7 3 件 1 3 o 件 1 4 件 1 4 4 件 5 1 7 件 9 6 o 本

表121 主な樹種別の最大巨林

樹 種 名 幹 周 m 所 在 地 通 称

ア カ マ ツ 6 . 5 3 日 南町湯河 湯河の天狗松

イ チ ョ ウ 7 . 9 0 郡家町西御門 西御門の大イ チ ョ ウ

エ ド ヒ ガ ソ 6 . 1 0 中山町高橋

エ ノ キ 7 . 5 0 会見町朝金 (浅井家)

カ ツ ラ 1 2 . 9 0 河原町蕗河内 落河内の カ ツ フ

ク ロ マ ツ 5 . 7 0 溝 口 町金屋谷

ケ ヤ キ 5 . 9 0 大山町大山

ス ギ 8 . 4 5 日 野町下菅 (下菅神社)

ス ダ ジ イ 1 1 . 4 0 東伯町宮場 (春 日 神社) 伯耆の大 ジ イ

タ ブ ノ キ 7 . 6 5 郡家町花 (諏訪神社) 大 タ モ の木

ト チ ノ キ 8 . 0 8 若桜町春米 (氷 ノ 山)

ズ ナ フ 7 . 3 0 大山町桝水 (一 ノ 沢)

モ ミ 5 . 8 0 倉吉市仲 ノ 町 (打吹山)

ム ク ノ キ 8 . 3 0 岸本町岸本 (岸本神社)

カ ゴ ノ キ 4 . 6 3 八東町清徳 (清徳寺)

ブ ナ 4 9 0 赤碕町 (船上山)

動物について は 、 第 3 回基礎調査に続 き哺乳類、 両生類、 は虫類、 淡水魚類、 昆虫類 ( ト ン ボ

類、 チ ョ ウ 類、 セ ミ 類 、 ガ類及び甲虫類の一部) 、 貝類 (淡水産貝類及び陸産貝類) を対象に全

種調査を実施 し た。 ま た 、 鳥類について は 、 集団繁殖地及び集団ね ぐ ら の分布調査を実施 し た。

哺乳類は 、 調査対象種135種の 内 、 全国で126種が報告 さ れてい る 。 第 4 回基礎調査では前回 と

異な り 、 鳥獣保護員に澗査を依頼 したため 、 鳥取県で も 21種が報告 さ れてい る 。 鳥取県で報告 さ

れてい る種は 、 ジ ネ ズ ミ 、 カ ワ ネ ズ ヒ ミ ズ 、 ニ ホ ン ザル 、 ノ ウ サ ギ 、 ム サ サ ビ 、 ス ミ ス ネ ズ

ミ 、 ア カ ネ ズ 、 ヒ メ ネ ズ ミ 、 ヌ ー ト リ ア 、 ツ キ ノ ワ グマ 、 タ ヌ キ 、 キ ツ ネ 、 ノ イ ヌ (野犬) 、

テ ン 、 チ ウ セ ソ イ タ チ 、 イ タ チ 、 ア ナ グマ 、 ノ ネ コ (野猫) ニ ホ ソ イ ノ シ シ 、 ニ ホ ソ ジ カ で

あ る 。
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鳥類については 、 集団繁殖地及び集団ね ぐ ら を形成する鳥類22種を対象に巍査を実施 した。 そ

の結果、 集団繁殖地と して倉吉市向山のサ ギ類、 東伯町逢束及び北条町江北の コ ア ジ サ シ が報告

さ れてお り ま た 、 集団ね ぐ ら と して 、 気高町飯里地内の カ フ ス類が報告 さ れてい る 。

両生類 ･ は虫類は 、 掲査対象種147種の内 、 全国で130種が報告 さ れてい る 。 鳥取県では県内在

住の搦査員がい な いが 、 7 種が報告 さ れてい る 。 鳥取県で報告 さ れてい る 種は 、 ヒ ダサ ン シ ョ ウ

ウ オ 、 オ オサ ン シ ョ ウ ウ オ 、 イ モ リ ア ズマ ヒ キ ガエル 、 ア マ ガエル、 ヤマ ア カ ガエル、 シ ュ レー

ゲルア オ ガエルであ る 。

淡水魚類は 、 嗣査対象種278種の内 、 全国で266種が報告 さ れてお り 前回 よ り 108種増加 して

い る 。 こ れは前回の調査対象種よ り 対象種が83種増加 したためであ る 。 鳥取県では 3 人の県内在

住の澗査員に よ り 調査が実施 さ れ、 61種が報告さ れてお り 10種増加 してい る 。 ま た 、 前回報告

さ れてい な い危急種の ゴギの生息が報告 さ れてい る 。

昆虫の ト ン ボ類は 、 掲査対象種203種の内 、 全国で203種が報告 さ れてい る 。 鳥取県では県内在

住の瀰査員がい な いため 、 今回は報告 さ れて い な い 。

チ ョ ウ 類は 、 調査対象種295種の内 、 全国で259種が報告 さ れてお り 、 鳥取県では 5 人の県内在

住調査員に よ り 掲査を実施 した結果115種が報告 さ れてい る 。 こ の 内 レ ッ ド デー タ ブ ッ ク 掲載種

は前回の調査 と 同様であ っ た。

セ ミ 類は 、 掲査対象種32種の内 、 全国で32種が報告 さ れてい る 。 鳥取県では県内在住の調査員

がい な い が 、 7 種報告 さ れてい る 。 鳥取県で報告 さ れてい る種は、 ニ イ ニ イ ゼ コ エ ゾゼ

ア カ エ ゾゼ ア ブ ラ ゼ 、 ハルゼ 、 エ ゾハルゼ 、 ヒ グ ラ シであ る 。

ガ類は 、 調査対象種1 19種 (前回251種) の 内 、 全国で101種が報告 さ れて い る 。 鳥取県では県

内在住の掲査員がい な い が 、 1 1種報告 さ れてい る 。

甲虫類は 、 巍査対象を ハ ン ミ ョ ウ ク ワ ガ タ 59種、 ハ ナ カ ミ キ リ 類160種 と して調査を実施 し

た 。 全国ではハ ン ミ ョ ウ ク ワ ガ タ 57種、 ハ ナ カ ミ キ リ 類156種が報告 さ れてい る 。 鳥取県では

県内在住の凋査員がい な い が 、 63種報告 さ れてい る 。 こ の 内 レ ソ ト テー タ フ ソ ク に掲載 さ れて い

る種はい ない 。
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陸産及び淡水産貝類は、 調査対象種1 , 028種の内 、 全国で923種が報告 さ れてい る 。 鳥取県では

5 人の県内在住の澗査員に よ り 調査を実施 し た結果98種が報告 さ れて い る 。 こ の 内 レ ッ ド デー タ

ブ ッ ク 掲載種は危急種の ク ビ レ イ ト ウ ム シ オ イ ガ イ であ り 三朝町鉛山で採取 さ れてい る 。

イ 河川調査

第 4 回基礎詞査と して 、 上流にす ぐれた山岳地形と 自 然が あ る 八東川 5 地点 、 小鹿川 3 地点、

甲 川 3 地点において 、 魚類掲査及び河川改変状況の調査を実施 した。

ウ 湖沼調査

第 4 回基礎調査と して 、 第 2 回及び第 3 回基礎覊査と 同様多鯰 ヶ 池、 湖山池、 東郷池の水質及

び生息魚類等について凋査を実施 した。

(5 ) 第 5 回 自 然環境保全基礎調査

ァ 動植物調査

平成 5 ~10年度に実施 さ れてい る 第 5 回基礎凋査は 、 第 3 回 と 同様植生詞査と特定植物群落澗

査を実施 してい る 。 ま た 、 平成 6 年度か ら は生物多様性調査と して植物の全種分布調査 (単子葉

植物類、 双子葉植物類、 裸子植物類、 シ ダ植物類) を開始 した。

動物は 、 第 3 回 、 第 4 回同様哺乳類、 鳥類、 は虫類、 両生類、 淡水魚類、 昆虫類、 貝類につい

て 、 全国的な分布調査を実施 して い る 。
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3 自 然環境の保全対策

(1 ) 県 自 然環境保全地域の指定

県内におけ る 自 然環境を保全すべ き地域の う ち 、 優れた 自然の風景地については 、 自 然公園 と し

て指定が さ れてい る が、 それ以外の①高山植物、 優れた天然林等の区域、 ②特異な地形、 地質を有

してい る 区域、 ③動植物を含む 自然環境が優れた状態を維持 してい る海岸、 湖沼 、 湿原 、 河川等に

ついて は鳥取県 自 然環境保全条例に よ り 、 順次、 県 自 然環境保全地域の指定を行 う こ と と してい る 。

現在、 指定 さ れてい る県 自 然環境保全地域は、 次の表の と お り であ る 。

表122 県 自 然環境保全地域

番号 地域名 所在地
面積の 内訳 (ha)

指 定 理 由 指定年月 日普通

地区

特別
地 区

。十

1 菅 野 国 府 町 2 . 00 18 . 50 20 . 50
ミ ズ ゴ ケ等の湿原植物、 熔岩台地氷河期の花

粉等を有す る泥炭層

昭和
52 . 4 . 8

2 香 取 鳥取市 4 ." 3 . 90 7 . 90
シ イ ノ キ林を主 と した ヤ ブ ッ バ キ ク フ ス域の

常緑広葉樹林
52 . 4 . 8

3 松 上 "ツ

l
5 . 20 5 . 20

シ イ ノ キ林を主 と し た ヤ ブ ッ バ キ ク フ ス域の

常緑広葉樹林
52 . 4 . 8

4 笏 賀 三朝町 3 . 20 3 . 20
シ イ ノ キ 、 ウ ラ ジ ロ ガ シ等の常緑広葉樹林 と

ヒ ノ キ 、 ホ ン シ ャ ク ナ ゲ群落
52 . 7 . 29

5 馬 場 西伯 町 3 . 70 3 . 70
シ イ ノ キ林を主と し た ヤ ブ ッ バ キ ク フ ス域の

常緑広葉樹林
52 . 7 29

6 唐 川 岩 美町 19 . 40 19 . 40
カ キ ツ バ タ等の湿原植物、 ハ ッ チ ョ ウ ト ソ ボ 、

熔岩台地、 花粉植物化石を有す る 泥炭層
53 . 5 . 12

7 金 華 山 西伯 町 6 . 10 6 . 10
絶壁や洞窟、 奇岩を有す る 凝灰角礫岩の孤立

状の山体
55 . 12 . 23

8 佐 治 佐 治村 24 . 00 18 . 80 42 . 80
穿入蛇行地形、 V字形峡谷

緑色千板岩を原石 とす る佐治石分布
59 . 9 25

9 洗 足 山 用 瀬町 9 . 45 13 . 55 23 . 00 ヒ メ コ マ ッ 、 シ ャ ク ナ ゲの 自 生地 62 . 1 1 . 4

1 0
北 村

権 現
河原 町 1 . 20 1 . 80 3 . 0O

ウ ラ ジ ロ ガ シ 、 ヒ メ ア オ キ群落の一型であ る

が 、 ア サ ダ を優占種と す る 特異な群落
63. 12 . 20

1 1 気 高殿 気高 町 8 . 60 0 . 10 8 . 70
バ イ カ モ等の水草の 自 生す る湧水池 と その水

源域の シ イ ･ タ ブ等の常緑広葉樹林

平成
3 . 9 . 13

合話 ( 1 1 地域 ) 49 . 25 94 . 25 143 . 50
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(2) 自 然保護思想の普及

ァ 自 然科学館 と 自 然解説

優れた 自然を保護す る こ と は私達国民の課題であ る が 、 そ のため には法律に よ り 規制を かけ る

だけでな く 自 然の利用者ひ と り ひ と り が 自 然に学び、 自 然の大切 さ を理解す る こ と が必要であ

る 。

そ のため県では 、 西伯郡大山町大山に県立大山 自然科学館を 、 岩美郡岩美町牧谷に県立山陰海岸

自 然科学館を建設 し 、 自 然保護思想の啓発を図 っ てい る 。

ま た 、 こ れ ら 県立 自 然科学館を基地 と して 、 5 月 か ら 10月 の期間内 に 自然観察会を実施 し 、 展

示物の解記のほか ｢大山｣ 並びに ｢山陰海岸｣ の地形 ･ 地質、 植物、 動物及び人文歴史 (大山の

み ) 等 について観察 し 、 自 然に関す る 知識の普及 と 自 然保護思想の高揚を図 っ てい る 。

表123 平成 8 年度 自 然観察会実施状況

球鳶諭そ
大 山 自 然 観 察 山 陰 海 岸 自 然 観 察

実 施 日 数 参 加 人 数 実 施 日 数 参 加 人 数

春 季 ( 5 ~ 6 月 ) 6 日 146 人 日 人

夏 季 ( 7 ~ 8 月 ) 18 578 4 29

秋 季 ( 9 ~ 1 0 月 ) 6 1 16

。十 30 840 4 29

イ 登山観察会

県内 3 箇所 (大山、 鳥 ヶ 山 、 氷 ノ 山 ) において 、 登山 し な が ら地形 地質、 動植物等について

の 自 然解説を行 っ た。

ウ 自 然体験 リ ー ダー研修

野外での活動や行事等が近年盛ん にな っ て お り 、 不足す る 自 然体験プ ロ グ フ ム の指導者を養成、

登録 し 、 広 く 活用 を図 る た め 、 希望者を募 り 大山鏡 ヶ 成国民休暇村で一泊二 日 の研修を 2 回実

施 し た。

講 座 名 期 間 参 加 人 員

養 成 講 座 6 月 15 ･ 16 日 30 名

実 践 講 座 7 月 13 ･ 14 日 12 名
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= 第 2 節 自然公園の状況

自然公園の現況

自然公園は、 優れた 自然の風景地を保護す る と と も に 、 そ の適正な利用に よ り 我々 の保健休養及び

教化に資す る こ と を 目 的 と して設け ら れた も のであ る が 、 近年、 経済社会の進展に伴い 日 常生活圏に

良好な 自 然が少な く な っ た こ と も あ っ て 、 都市生活等におけ る精神的緊張の解放を図 る ための場と し

て 、 あ る い は、 野外 レ ク リ ェ ー シ ョ ン の場 と してそ の利用の欲求が高 ま っ て き て い る 。

こ れ ら の欲求に こ た え 、 利用者が 自然公園本来の 目 的に沿っ て快適な利用が図れ る よ う 各種施設

の整備を進めてい る 。

一方、 優れた 自然は 、 後世の人間に と っ て貴重な資産であ る ので、 そ の 自然環境を保全す る ため 、

規制の強化及び管理体制の充実に努めてい る 。

県下の 自然公園の指定状況及び公園の概況は、 次の と お り であ る 。

表124 鳥取県の 自然公園 (海域を含ま な い ) 平成 9 年1 1月 30 日 現在

区分 公 園 名 壁 月 替 全面積
県 内

面 積

特 別 地 域 普 通

地 域
関係市町村特別保

護地区 第 1 種 第 2 種 第 3 種
平手 男U

地域。十

国立
大 山 隠 岐

国 立 公 園

昭和
11 . 2 . 1

38 . 4 . 10

拡大

ha

31 , 927

ha

13 , 531

ha

1 , 2俊

ha

3 , 439

ha

2 , 5蛇

ha

2 , 677

ha

9 , 900

ha

3 , 631

大山 、 溝 口

江府、 岸本
関金、東伯 、赤
碕、 名和、 中山

山 陰 海 岸
国 立 公 園

鋭3 . 7 . 15 8 , 7f盟 1 , 517 151 20 1 , 254 55 1 , 480 37
鳥取、 福部、

岩美

小 。十 40 , 71 1 15 , 04郎 1 , 393 3 , 459 3 , 7% 2 , 732 1 1 , 380 3 , 6秘

国定
比 婆 道 後
帝 釈

国 定 公 園

鋭3 . 7 . 24 7 , 808 1 , 437 22 8鎖 581 1 , 437

ヤ

日 南

氷 ノ 山後 山
那 岐 山

国 定 公 園

44 ･ 4 10

58 . 2 . 9

拡大
48 , 803 8 , 579 201 806 1 , 216 6 , 356 8 , 579

岩美、 国府、 八
東、郡家、若桜、
智頭、用瀬、佐
治 、三朝

小 。十 56 , 611 10 , 016 201 828 2 , 050 6 , 937 10 , 016

県立
奥 日 野県立
自 然 公 園

39 . 6 . 1

6 . 12 . 1

拡大
4 , 823 4 , 823 82 789 871 3 , 952 日 野 、 日 南

三朝東郷湖
県立自然公園

29 . 4 . 1

39 . 6 . 1

拡大
玉江6 ‐ 12 ‐ 1

一部削除

15 , 067 15 , 第7 138 329 194 661 14 , 4(お
倉吉、 三朝 、
東郷、 羽合

西 因 幡県 立

自 然 公 園

59 . 5 . 8

62 . 4 . 28

拡大
2 , 155 2 , 155 “ 40 108 2 , 047

気高、 青谷
鹿野

小 。十 22 , 045 22 , 045 1綿 479 1 , 023 1 , をlo 20 , 405

。十 119 , 367 47 , 109 1 , 594 4 , 425 6 , 325 10 , 692 23 , 036 24 , 073

公園面積=県
土面積の13 . 4
%

一136-



( 1 ) 国立公園

ア 大山隠岐国立公園 (離きき盤 目損癩)
中国山脈の最高峰大山 ( 1 , 7 1 1 メ ー ト ル ) を 中心 と す る 山岳地帯に島根県の隠岐島、 島根半島

の美保 ノ 関、 日 御碕、 出雲大社の三地点 と 、 大田市に近い火山 三瓶山を合わせた海陸に及ぶ変

化あ る公園であ る 。

大山は ト ロ イ デ火山であ る が 、 西方か ら み る と 富士型の美 しい形なので 、 伯耆富士 と 呼ばれて

い る 。 東側は こ れ と全 く 反対で 、 北壁 と 呼ばれ る ア ル プ ス的な岩壁がそそ り 立 っ ていて 、 女性的

な面 と 男性的な二つの面を持 っ てい る 。 日 本海に近 く そ びえ る ので 、 標高以上に高 く み ら れ 、 す

そ野原野が美 しい。 山頂か ら は ナ イ フ エ ッ ジ の稜線が続いてい る 。 主峰の北には矢筈 ヶ 山、 勝田 ヶ

山、 甲 ヶ 山の火山群峰が続いてい る 。

大山の中腹は ブナの原始林におおわれていて 、 新緑紅葉がすば ら し く 、 ま た 、 海岸部に多 く み

ら れ る ク ロ マ ッ が 、 か な り 標高の高い ブ ナの成林がみ ら れ る よ う な所で生育 してい る の が珍 し い 。

山頂には高山植物群落があ り キ ャ フ ボ ク の群落がみ ら れ る 。 海に近いため島根半島、 中海の展

望がすば ら し い 。

桝水原、 豪円山 、 中の原 、 上の原の一帯は 、 西 日 本第一の ス キ ー場で リ フ ト も 多 く 、 九州方面

か ら の利用 も 多い 。 夏は キ ャ ン プが盛んであ る 。 大山鏡 ヶ 成には国民休暇村 (全国最初) が あ り 、

大山の南に続 く 蒜山は上 中 下蒜山の三峰と それに続 く 高原地帯 と と も に レ ク リ ェ ー シ ソ の

中心 と な っ てい る 。

イ 山陰海岸国立公園 (昭和38年 7 月 15 日 指定)

鳥取県の鳥取砂丘か ら 、 京都府の網野町ま で延長75キ ロ の 日 本海海岸の公園であ る 。 鳥取砂丘、

浦富海岸に続いて 、 但馬御火 ノ 満、 香住、 玄武洞、 城崎温泉、 久美浜湾な ど優れた景勝地が続い

てい る 。

こ の辺の海岸は 、 地図でみ る と平凡の よ う に見え る が 、 実際には小さ いなが ら も湾入、 岬 、 島々

と変化が多 く 至 る と こ ろ に美 し い海岸風景がみ ら れ る 。 地質の公園 、 岩石美の公園 と い われ る 。

地質は 、 各種の噴出岩、 第三紀層 、 深成岩な ど複雑で、 それが美 し い層 を な してい た り 、 節理を

示 してい る 。 そ の上に地盤の隆起、 陥没、 断層 な どに よ っ て地形が複雑と な っ てお り 更に侵食

を う けて断がい と な り ?同門 洞窟、 石柱 と な り 奇勝が作 ら れてい る 。

(2 ) 国定公園

ア 氷 ノ 山後山那岐山国定公園 (露難解鱗霜露橋指定)
中国山地の東端、 鳥取、 兵庫、 岡山の 3 県に ま たが る 誉梁山地一帯で中国山地第 2 の高峰氷 ノ

山 ( 1 , 5 10 メ ー ト ル ) を主峰 と し 、 後山 、 那岐山な ど1 , 000~1 , 300 メ ー ト ル級の南北に連な る 山

岳 と 、 音水 、 芦津な どの渓谷、 神鍋、 鉢伏 、 黒岩な どの ス キ ーや野営に適 した高原を含んだ公園

であ る 。
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鉢伏山か ら 、 氷 ノ 山、 後山、 大 ヶ 仙に至 る 山 り ょ う 部は全体に丸味を帯びた準平原状の山容だ

が山腹は侵食に よ り 音水 、 赤西、 芦津な どの渓谷美や雨滝、 霧 ヶ 滝な どの特異なぼ く 布群がみ ら

れ る 。

こ れ ら の山々 の中腹又は山ろ く には畑 ヶ 平、 鉢伏、 兎和野、 黒岩な どの高原が あ る 。

公園一帯には 、 自然林が各所にみ ら れ 、 ブ ナは こ の公園の主要な山岳の山 り ょ う 部や渓谷に発

達す る植生で、 標高700 メ ー ト ル以上で群落を な してい る 。 特に氷 ノ 山山頂付近は 、 ブ ナ 、 シ オ

ジ 、 ス ギ 、 キ ャ ラ ボ ク な どの群落がみ ら れ る 。 古生沼はヤ チ ス ゲ 、 ア イ ソ ウ な どの湿原植物で

おおわれてい る 。 三川山、 後山は シ ャ ク ナゲがあ る 。

な お 、 佐治村、 三朝町の中国山地誉梁部に存ず る ブナ 、 ズ ナ ラ 樹林地一帯を保護す る ため 、

当公園の一部 と して昭和58年 2 月 9 日 に拡張指定 さ れた。

イ 比婆道後帝釈国定公園 (昭和38年 7 月 24 日 指定)

中国山地のほぼ中央にあ る 比婆、 道後、 船通の山々 と 、 南にあ る 帝釈峡を含ん だ公園であ る 。

標高は約1 , 200 メ ー ト ルで、 山頂部はゆ る やかな準平原を な してい る 。 こ の一帯の森林は砂鉄製

錬のために永年にわた っ て伐採 さ れたため放牧地、 草原 と な っ てい る と こ ろ が多 く 、 快い草原風

景を呈 して お り 、 ツ ツ ジ の名所 も あ る 。 船通山の イ チ イ の大木 と 、 比婆山の ブ ナの原生林は貴重

な植物景観と な っ てい る 。

帝釈峡は山岳地帯の南約1 . 6 キ ロ の地点に あ る 石灰岩の渓谷で、 付近には石灰岩の作 る カ ル ス

ト 地形が よ く 発達 し 、 ド リ ー ネ (地鉢) 、 ウ ノ ミ ー レ (複合盆地帯) 、 ポ リ ェ (石灰盆地) な どが

見 ら れ る 天然橋の雄橋、 白雲洞な どが あ る 。 湖水の沿岸は 、 森林 も よ く 野生猿がみ ら れ る 。

(3) 県立公園

ア 三朝東郷湖県立 自然公園 蠣鬱餐艶自 尊 講獺)
こ の公園は 、 三朝町の一部 と東郷町の全部、 羽合町の大部分、 倉吉市の一部を含めた15 , 067ヘ

ク タ ールで東伯郡の東端に位置 し く因幡伯耆の国境) 南は岡山県美作に中国山地をへだてて接 し

西は小鴨川 に北は 日 本海にのぞんだ県のやや中央部に位置 してい る 。 こ の区域は三朝 ･ 東郷 ･ 羽

合の温泉地があ り 、 景勝地 と して は 、 小鹿渓 ･ 東郷池、 史跡名勝と して は三徳山 打吹山等があ

る 。 東郷湖畔一帯は20世紀梨の果樹園 と な っ てい る 。

イ 奥 日 野県立 自 然公園 (轆讐臨月 ≧ 講瀦指定)
こ の公園は 、 日 野郡 日 野町、 日 南町の 日 野川水系を基幹と して 日 野町の古峠山、 塔 ノ 峰、 鶏 ノ

池、 黒坂滝山 、 日 野川渓流、 日 南町の石霞渓、 菅沢 ダ ム 、 花見山な ど を含む4 , 823ヘ ク タ ールの

景勝地であ る 。

ウ 西因幡県立 自然公園 (需22鍾 幻 目 暴露猯指定)
こ の公園は 、 気高郡気高町と青谷町地内の水尻海岸か ら長尾鼻を経て長和瀬ま で約16キ ロ にわ

た る 男性的な岩石海岸、 女性的な砂浜海岸、 水鳥の渡来地であ る 水尻池 と 浜村温泉を包含す る 海

-138-



岸線の景観並びに鹿野町 ･ 青谷町におけ る 鷲峰山地域及び八葉寺川渓谷を含む山岳地帯を一体化

した2 , 155 ヘ ク タ ールの景勝地であ る 。

2 自 然公園の保全対策

(1 ) 自 然公園の管理

国立公園及び国定公園については 、 保護の適正を図 る ため 、 特別地域及びその中に特別保護地区

を指定 し 、 こ れ ら の地内 におけ る 一定の行為は 、 環境庁長官又は知事の 。午可を受けなければな ら な

い こ と に な っ て い る 。

県立 自 然公園については 、 県立 自 然公園条例に基づいて保護管理 さ れて お り 特別地域内 におけ

る 一定の行為は知事の 。午可 を受けな ければな ら な い こ と と な っ て い る 。

国立公園の管理は原則 と して 、 国が行 う こ と と さ れて い る が 、 自 然公園法の改正に よ り 。午認可事

務が大幅に県知事に権限委譲 さ れ 、 県の管理事務量が増大 してい る 。

国立公園の管理機構と して は 、 環境庁山陰地区国立公園 野生生物事務所 (昭和48年 7 月 設置、

米子市東町) 及び環境庁山陰海岸国立公園浦富管理官事務所 (昭和51年10月 装置、 岩美郡岩美町牧

谷) が置かれ 、 それぞれ地域内の管理業務を担当 し てい る 。

平成 4 年度以降の 自 然公園内の行為に係 る 。牛 。忍可の状況は次の表の と お り であ る 。

行為の種類別では 、 工作物の新増築等が処理の大半を 占めて い る 。

表125 国立 国定公園におけ る 年度別。午 。忍可処理件数調べ

公 園 名 ※
公 園 事 業 関 係 工 作 物 等 関 係 。十

4 5 6 7 8 4 5 6 7 8 4 5 6 7 8

大 山 隠 岐

国 立 公 園

長官権限 28 26 25 16 16 7 9 12 14 1 1 35 35 37 30 27

知事権限 O O O O O 59 33 33 30 3 1 59 33 33 30 31

小 口十 28 26 25 16 16 66 42 45 44 42 94 68 70 60 58

山 陰 海 岸

国 立 公 園

長官権限 11 4 4 3 7 1 0 7 14 4 5 2 1 1 1 18 7 12

知事権限 O O O O O 78 73 66 73 70 78 23 66 73 70

小 口十 1 1 4 4 3 7 88 80 80 77 75 99 84 84 80 82

氷 ノ 山後山郡
岐山国定公園

知事権限 2 5 3 2 1 17 1 5 18 3 5 1 9 20 21 5 6

比婆道後帝釈
国 定 公 園

知事権限 O O O O O 1 1 O O O 1 1 O O O

合 。十 41 35 32 21 24 172 1 38 143
12も

122 213 173 175 145 146
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(2) 自 然公園の環境美化

自然公園内の主要利用地においては 、 利用者の も た らす空缶等廃棄物に よ る 人為的汚染が各所で

問題と な っ てい る が 、 こ れ ら の地域におけ る環境汚染については 、 ほ と ん どの地域が 日 常生活圏か

ら遠隔地であ る と い う 地理的条件の悪さ か ら 、 廃棄物の効果的な収集処理等は極めて困難と な っ て

お り 、 こ の対策については地元市町村のみで対応が難 し い と こ ろ であ り 、 県は 、 国の補助金と 合わ

せて 、 自然公園美化管理財団の美化清掃活動に対 して平成 8 年度は表12の と お り 助成を行 っ た。 自

然公園美化管理財団は 、 昭和56年 5 月 鳥取支部が大山に 、 さ ら に昭和59年 6 月 に同鳥取砂丘事業所

が設置 さ れ、 国立公園内の美化清掃並びに公園管理について力を入れてい る 。

な お 、 大山地域においては昭和52年か ら 、 山陰海岸地域においては昭和55年か ら 、 自 然保護団体、

地域住民、 関係行政機関等の呼掛けで公園内の ゴ ミ 一掃を 目 指 し た ク リ ー ン運動が春 秋の各 1 回

と 8 月 の第 1 日 曜 日 に実施 さ れ 、 多 く の参加者に よ り 年々 ゴ の量は減 り つつ あ る が 、 最終的な環

境美化を成 し と げ る ため には利用者のモ フ ル向上が望 ま れてい る 。 平成 8 年度の ク リ ー ン運動の概

況は 、 表127の と お り であ る 。

表126 平成 8 年度美化清掃活動事業費実績

公 園 名 地 区 名 事 業 費

大 山 隠 岐 国 立 公 園
大 山 地 区 4 , 000 千円

鏡 ヶ 成 ･ 桝 水 地 区 2 , 400

山 陰 海 岸 国 立 公 園
鳥 取 砂 丘 地 区 4 , 000

浦 富 海 岸 地 区 2 , 400

表127 平成 8 年度 ク リ ー ン運動概況

地 区 名 実 施 月 日 参 加 者

大 山

4 月 2 1 日 1 , 500 人

1 0 月 1 3 日 1 , 300

鳥 取 砂 丘

4 月 1 4 日 2 , 600

1 0 月 1 2 日 3 , 00O

浦 富 海 岸 8 月 4 日 3 , 200

(3) 自 然保護用地の買上げ

国立 国定公園の特別保護地区及び第 1 種特別地域内の民有地で、 緊急にその土地を公有化 し な

い限 り 自 然の保護の徹底を期せ られな い地域について 、 交付公債に よ り 買 い上げ、 自 然の保護の微
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底を期す る こ と と してい る 。

現在 ま での公有化状況は 、 表14の と お り であ る 。

な お 、 智頭町芦津地内の氷 ノ 山後山那岐山国定公園第 3 種特別地域の土地について 、 立木を買収

してそれに地上権を設定す る 県独 自 の購入方法で 、 自 然保護用地の取得に当た っ て い る (表129の

と お り )

表128 自 然保護用地の買上状況 (面積は不動産登。己簿に よ る )

公 園 名 場 所 面 積

大 山 隠 岐 国 立 公 園

江 府 町 木 谷

" 鏡 ヶ 成

中 山 町 遠 茶 畑

大 山 町 大 野

“ 向 原

中 山 町 羽 田 井

溝 口 町 金 屋 谷

〃 大 内

。十

1 0 2 5 , 4 5 3 1102

7 8 1 , 5 3 4

2 5 6 , 3 8 0

8 3 9 , 8 7 4

8 2 , 7 8 6

1 8 2 , 8 4 5

9 5 , 3 6 7

4 7 2 , 8 9 9

3 , 7 3 7 , 1 3 8

氷 ノ 山後山那岐山国定公園 智 頭 町 芦 津 4 7 7 , 6 6 0

合 。十 4 2 1 4 7 9 8

表129 立木購入状況

公 園 名 場 所 地上権 設定面積 地上権 設定期 間

氷 ノ 山 後 山 那 岐 山

国 定 公 園

智 頭 町

芦 津 地 内
4 4 8 , 9 9 4 m2 5 0 年

(4) 自 然公園の施。袋整備

所得や余暇の増大、 都市化の進展等の要因に よ り 、 国民の 自 然環境での レ ク ノ ェ ー シ ソ活動は

ま す ま す増大 して お り 、 自 然公園の利用者は近年増加の傾向 に あ る 。

本県では毎年。十画的に 自 然公園の施設整備を進めてお り 、 平成 8 年度は表130の と お り 実施 し た 。

ま た 、 氷 ノ 山後山那岐山国定公園の利用促進 と地域の活性化を図 る ため 、 氷 ノ 山地域に ｢氷 ノ 山

自 然ふれあ い の里｣ 整備事業を 。十画 し 、 平成 3 年度に基本 。十画 を策定 し 、 平成 4 年度に中核施設

｢ 自 然ふれあ い館｣ の基本没。十 を行い 、 平成 5 年度に実施設。十 を行 う と と も に 、 平成 8 年度 よ り

｢ 自 然ふれあいの館｣ の建没に着手 した。
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表130 平成 8 年度 自 然公園等施設の整備状況

(1 ) 国立 国定公園

公 園 名 事 業 名 箇 所 事 業 内 容

大山隠岐国立公園 一 向 平 野営 場 再 整 備 東 伯 町

炊事棟新築木造50 . 9甘
公衆 ト イ レ木造水洗A=54 . 1甘
テ ン ト サ イ ト A 三6 , 600m2
駐車場A= 1 , 471討

" 大 山 登 山 道 標 識 整 備 大 山 町 標識15基

(2) 県立公園

公 園 名 事 業 名 箇 所 事 業 内 容

三 朝 東 郷 湖

県 立 自 然 公 園

三 徳 山 ふ る さ と

自 然 の み ち 整 備
三 朝 町

歩道整備 W= 1 . 0~1 . 5 m

休憩、所 木遥酷盆8鼾 2 棟

公 園 名 市 町 村 名 箇 所 事 業 内 容

三 朝 東 郷 湖

県 立 自 然 公 園
倉 吉 市 大 平 山

給排水施設 一式
木段25段 ベ ン チ 3 基

奥 日野県立自然公園 日 野 町 滝 山 休憩所 木造A=41 . 6證

(3) 中国 自然歩道

事 業 名 箇 所 事 業 内 容 備 考

中 国 自 然 歩 道
再 整 備 事 業

川 床 ~ 赤 松
歩道 W= 1 . 0~1 . 5m L = 1 , 300m
標識整備 L = 12 . 1 km

大 山 隠 岐

国 立 公 園

ん7 三 徳 山 公 衆 便 所 公衆便所改築木造水洗A=22 . 1甘

(4) 氷 ノ 山 自 然ふれあいの里

事 業 名 箇 所 事 業 内 容

氷 ノ 山 自然ふれあい
の 里 整 備 事 業

若 桜 町 春 米
野営場及び連絡道路整備
自 然ふれあ い館 (基礎工事)

(5 ) 自 然公園の利用者

県下の 自 然公園利用者は次表の と お り であ る 。

平成 7 年には 、 智頭急行の開業、 イ ン タ ー ハ イ の開催等で近年では最高 と な っ た。

平成 8 年は 、 0 一 1 5 7 に よ る 海水浴客の減少等が見 ら れたが 、 智頭急行利用者の順調な増加等

に よ り 平成 7 年並みの利用者だ っ た。
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表131 自 然公園の利用状況

区分 ＼~~＼＼＼ 年 平成 4 年 5 6 7 8

国立
大 山 隠 岐 国 立 公 園 2 , 096 1 , 929 2 , 067 2 , 1 17 2 , 031

山 陰 海 岸 国 立 公 園 2 , 763 2 , 639 2 , 892 3 , 090 2 , 887

小 計 4 , 859 4 , 568 4 , 959 5 , 207 4 , 9 18

国定
氷 ノ 山後山那岐山国定公園 160 15 1 16 1 168 168

比 婆 道 後 帝 釈 国 定公 園 41 39 42 44 44

小 。十 201 190 203 212 2 12

県立

三朝東郷湖県立 自 然公園 2 , 070 1 , 939 2 , 159 2 , 369 2 , 651

奥 日 野 県 立 自 然 公 園 162 157 168 202 210

西 因 幡 県 立 自 然 公 園 456 416 447 379 368

小 。十 2 , 688 2 , 5 12 2 , 774 2 , 950 3 , 229

合 。十 7 , 748 7 , 270 7 , 936 8 , 369 8 , 359

第 3 節 鳥獣の保護の状況

1 鳥獣保護の現況

野生鳥獣は 自 然環境を構成す る重要な要素の一つであ り 、 自 然環境を よ り 豊か にす る 上で欠 く こ と

ので き な い も のであ る 。 同時に 、 森林や農作物の害虫の天敵と し て も 有益であ り そ の減少は人間に

と っ て も 生活環境の悪化を示す指標 と な っ てい る 。

県内 に生息す る 野生鳥類は約280種であ る 。 ま た中海に飛来す る コ ク チ ウ は我が国の南限集団

渡来地 と して貴重な場所 と な っ て い る 。

本県では 、 こ れ ら野生鳥獣の保護対策の一つ と して 、 5 か年を 1 期 と す る ｢鳥獣保護事業。十画｣ を

樹立 して計画的に保護対策を実施 してい る 。

2 鳥獣保護の対策

(1 ) 鳥獣保護区の設定

野生鳥獣の保護及び繁殖を図 る ため 、 次の と お り鳥獣保護区を設定 して い る 。
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表132 鳥獣保護区

区 分
県 設 国 説 合 。十

箇所数 面 積 箇所数 面 積 箇所数 面 積

森林鳥獣生息地の保護区

集 団 渡 来 地 の 保 護 区

特定鳥獣生息地の保護区

愛 護 地 区 の 保 護 区

合 。十

12

3

1

3

19

17 , 142 ha

2 , 218

302

24

19 , 686 ｢L14--リム
6 , 014ha

8 , 462

14 , 476

12

4

1

3

21

23 , 156ha

10 , 680

302

24

34 , 162

(潮 国設の集団渡来地の保護区 (中海) には島根県分の面積 も 含む。 (平成 9 年 3 月 末現在)

ァ 休猟区の設定

キ ジ等の狩猟鳥獣の増加繁殖を図 り 狩猟の永続性を促進す る ため 、 3 年間の期間を定めて次

の と お り 休猟区を設定 してい る 。

表133 休猟区

6 年 度 7 年 度 8 年 度 。十

箇 所 数 面 積 箇 所 数 面 積 箇 所 数 面 積 箇 所 数 面 積

8 13 , 377ha 8 10 , 123ha 7 10 , 725ha 23 34 , 645ha

イ 銃猟禁止区域の設定

銃猟に よ る 危険の未然防止の必要な観光地、 レ ク リ ェ ー シ ョ ン等のため人の出入 り の多い地域

及び病院、 学校等の静穏が必要 と さ れ る 地域39か所、 9 , 189ヘ ク タ ー ルを銃猟禁止区域に設定 し

てい る 。

(2) 狩猟鳥獣の人工増殖

狩猟鳥獣の保護、 繁殖を図 る ため人工増殖 し た 日 本キ ジ を生息適地であ る休猟区等76か所に799

羽放鳥 し 、 こ れの増殖に努めてい る 。

(3 ) 狩猟の適正な推進

狩猟はス ポ ー ツ と しての狩猟のほか 、 野生鳥獣の生息凋整に大 き な役割を果た してい る が 、 捕獲

に際 しては銃器、 わな等を使用す る ため高度の技術と知識が必要であ り 、 加 えて公安上の危害が生

ずる おそれがあ る こ と 等か ら狩猟者は知事の行 う 狩猟免。午試験等を受け、 狩猟免状を取得す る こ と

が義務付け られてい る 。

平成 8 年度の狩猟免許試験等の実施状況は次の と お り であ る 。
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表134 狩猟免。午試験等の実施状況

種別 ＼＼＼＼ 区分
狩 猟 免 。午 試 験 狩猟免 。午更新 ･ 検査講習

受験者数 合格者数 合 格 率 受検者数 合格者数 合 格 率

甲 種

乙 種

丙 種

。十

3 3

1 4

4

5 7

2 9

9

2

4 4

8 8 %

6 4

5 0

7 7

4 7

1 0 9

3 6

1 9 2

4 7

1 0 9

3 5

1 9 1

1 0 0 %

1 0 0

9 7

9 9

ま た 、 狩猟免。午が狩猟期間中 ( 1 1月 15 日 か ら翌年 2 月 15 日 ま で) に 、 狩猟鳥獣を捕獲 し よ う と す

る 者に狩猟者登録証を次の と お り 交付 した。

表135 狩猟者登録交付状況

種別 ＼＼＼＼＼ 区分
平 成 6 年 度 平 成 7 年 度 平 成 8 年 度

県 内 者 県外者 。十 県 内 者 県外者 。十 県 内 者 県外者 。十

甲 種

乙 種

丙 種

話

1 85

1 , 3 3 0

1 3 0

1 , 6 4 5

6

89

3

98

1 9 1

1 , 4 1 9

1 3 3

1 , 7 4 3

226

1 , 2 7 6

1 3 3

1 , 6 3 5

5

107

2

1 1 4

2 3 1

1 , 3 8 3

1 3 5

1 , 7 49

209

1 , 2 1 4

1 2 1

1 , 5 4 4

4

1 09

2

1 1 5

2 1 3

1 , 3 2 3

1 2 3

1 , 65 9

(4) 愛鳥モ デル校の指定

児童生徒の情操教育の一環並びに愛鳥思想の普及啓 も う を図 る ため 、 次の小 、 中学校を愛鳥モデ

ル校に指定 してい る 。

表136 愛鳥モ デル枝

指 定 期 間 市 町 村 名 学 校 名 摘 要

平成4 . 4~平成9 . 3

47

れッ

んッ

んツ

たソ

‘ッ

ん7

。十

鳥 取 市

智 頭 町

若 桜 町

三 朝 町

関 金 町

米 子 市

大 山 町

日 南 町

高 草 中 学 校

智 頭 小 学 校

若 桜 "

東 “

関 金 “

福生東 〃

大 山 中 学 校

多 里 小 学 校

8 校

野鳥愛護林を有 して い る 。

‘ソ
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(5 ) 野生鳥獣の生息調査

野生鳥獣の保護対策、 狩猟対策及び有害鳥獣対策の適切な実施に資す る ため 、 次の詞査を実施 し

た。

表137 野生鳥獣の生息調査

区 分 掲 査 地 対象鳥獣 調 査 方 法 等 凋 査 回 数

生息分布澗査 大山町大山寺ほ か 9 か所 一 般 鳥 獣
ロ ー ド サ イ ド 調 査法

(幅40 m 延長 4 蛔)
( 5 月 )
6 月 、 11月 各 1 回

休 猟 区
設定効果調査

岸本、 米子、 内山湘赫荊玉ほか
3 か所

狩 猟 鳥 獣
ロ ー ド サ イ ド 調 査 法

(幅40m 延長 4 km)
6 月 、 11月 各 1 回

ガ ン 、 カ モ 、

ハ ク チ ョ ウ 類

一 斉 澗 査
鳥取市千代川 ほ か 8 か所

ガ ン、 カモ

ハクチ ョ 切頤
湖 面全域 カ ウ ン ト 法

( 水 面 の 全域 )

11月 、 1 月
中海は別に12月 、 2 月 、
3 月 中に各 1 回

指 定 鳥 類 等
保 護 覊 査

佐治村高鉢山ほ か 7 か所
オ シ ド リ

イ ヌ ワ シ
水面の全域及び営巣地

オ シ ド リ

11月 と 3 月各 1 回

(1 ヶ所 5 、 6 、 7 月 各1回)
イ ヌ ワ シ

5 、 6 、 1 3 月 各 1 回
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第11章 景 観 形 成

第 1 節 景観形成の状況

1 景観形成の概要

鳥取県では、 平成 4 年 3 月 に ｢全県公園化構想｣ を策定 し てお り 、 こ の構想は 、 四季の彩 り 豊か な

自然を有す る 本県の特色を生か して 、 全県が一つの公園 と も 言 う べ き美 し く 快適な県土空間を県民総

参加で創 り あげてい こ う と す る も のであ る 。 そ の取 り 組み の重要な柱と して 、 平成 5 年 3 月 に鳥取県

景観形成条例を制定 して い る 。

こ の条例は 、 県 、 市町村に よ る総合的な景観形成施策の推進 と 、 県民及び事業者等に よ る 自 発的な

景観形成活動の促進を図 る こ と を 目 的 と し て い る 。

2 景観形成の基本的な考え方

鳥取県景観形成条例に基づ き 、 県土の景観形成に関す る 基本方針 と して 、 鳥取県景観形成基本方針

(平成 5 年 6 月 鳥取県告示第545号) を次の と お り 定めてい る 。

の 景観形成のめざす方向

先人たちか ら引 き継がれて き た景観を守 り 、 育て 、 地域の発展 と 掲和を図 り な が ら 、 快適で う る

おい の あ る 景観をつ く り 、 次代に引 き継いでい く 。

県土に暮 ら し 、 か かわ る 人々 が手を と り あ っ て 、 全県が一つの公園 と い え る よ う な県土空間をつ

く る こ と を 目 的 と し た ｢全県公園化構想｣ を着実に推進す る ため 、 景観の保全と創造を柱と す る 。

(2) 基本的な視点

ァ 美 しい景観の保全 と継承

美 し い 自然景観や各地域の文化 ･ 歴史を今に伝え る 景観は 、 長期にわた り 形成 さ れて き た も の

　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　
0 し 、

イ 快適で う る おい の あ る 景観づ く り

　 　 　　　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

活力を増す こ と がで き る 。 ま ち な みや公共の空間な どの景観づ く り を長期的な展望の も と に着実

に進め 、 身近な生活空間の緑化や修景な ど に取 り 組んで 、 快適で う る おいの あ る ま ちづ く り を進

め る 。

ウ 地域の特性を生か した個性的な景観づ く り

地域の特徴的な景観は 、 地域の風土や歴史、 文化、 日 常の営みの中でつ く り あげ ら れて き た も

のであ る 。 地域固有の景観は、 住民の誇 り であ り 、 訪れた人々 の心を引 き付け る 。 そ う し た地域

固有の特性を認識 し 、 個性的な景観づ く り を進め る 。

ェ 楽 しみ と 出会い をは ぐ く む景観づ く り

-147-



県民が 自然と のふれあ い を楽 しみ 、 戸外で活動的に生活す る喜び と楽 しみ を享受す る と と も に 、

県内外の人々 の心が通い あ う 真の出会いを は ぐ く む県土づ く り に 向けた景観形成を進め る 。

第 2 節 景観形成の対策

1 大規模行為の届出指導

大規模な建築物や工作物の新築、 増改築等、 物品の集積、 土石の採取等の行為については 、 優れた

景観形成を推進す る ため 、 行為の届出を求め 、 大規模行為景観形成基準に基づ き審査、 指導を行っ て

い る 。

表138 大規模行為の届出指導状況

区 分 愛護饗汲掠雜蓼発酵掠
物 品 の 集積

又 は 貯 蔵

鉱物の掘採又

は土石の採取

土地 の 区 画

形質 の 変 更
“ 合 。十

平 成

5 年度

届 出件数 42 10 1 7 9 69

う ち轉徽 11 2 O O 2 15

平 成

6 年度

届 出件数 74 12 4 15 13 1 18

う ち癈徽 19 1 O O 1 21

平 成

7 年度

届 出件数 79 23 2 14 9 127

う ち構繖 13 1 O 2 1 17

平 成

8 年度

届 出件数 85 29 3 14 16 147

う ち縛徽 11 4 O O O 15

合 。十

届 出 件数 280 74 10 50 47 461

う ち襲徴 54 8 O 2 4 68

2 景観形成地域の指定と特定行為の届出指導

県土の景観形成上重要な地域を景観形成地域に指定 し 、 景観形成地域基本計画を定めた上で 、 当該

地域において建築物等の新築等や木竹の伐採な どの特定の行為を行 う 者か ら届出を求め 、 特定行為景

観形成基準に基づ く 審査、 指導を行 っ てい る 。

( 1 ) 大山景観形成地域 (平成 6 年 4 月 1 5 日 指定)

ア 区域 米子市、 岸本町、 淀江町、 大山町、 名和町、 中山町、 江府町及び溝 口 町のそれぞれ一部

面積 " 約10 , 9ooha

イ 景観形成地域基本計画

基本構想と して 、 ①豊かな 自 然 と の覊和、 ②大山の眺望の保全、 ③優れた田園景観の形成、 ④

良好な沿道景観の形成を基本方針に掲げてい る 。 ま た 、 景観形成地域を 、 ①山上景観保全区域、

②山麓景観形成区域、 ③田園景観形成区域、 ④沿道景観形成区域の 4 つの区域に区分 し 、 区域別
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の景観形成の方向を定めてい る 。

(2) 沿道海浜景観形成地域 (平成 7 年 8 月 1 日 指定)

ア 区域 鳥取市、 米子市、 境港市、 羽合町、 北条町、 大栄町のそれぞれ一部

面積 " 約770ha 約23 km

イ 景観形成地域基本計画

基本構想 と して 、 ① う る おい の あ る海浜景観の保全 と創造、 ②嗣和の と れた沿道景観の形成を

基本方針に掲げてい る 。

ま た 、 景観形成地域を 、 ①因幡白兎景観形成区域、 ②北条砂丘景観形成区域、 ③弓 ヶ 浜景観形

成区域の 3 つの区域に区分 し 、 区域別の景観形成の方向を定めてい る 。

図23 景観形成地域位置図

弓 ヶ 浜景観形成区域 園幡白兎景観形成区域
北条砂丘景観形成区域

西国幅県立自然公園

大山景観形成地域 ク 匙

比婆通礫希釈図淀公園

表139 特定行為の届出指導状況

区 分 囃蓼酵 索然礬操 木材の伐採
物品の集積

又 は 貯 蔵

鉱物の掘採又

は土石の採取

土地の区画

形質の変更
合 。十

平 成

6 年度

届 出 件数 33 2 7 O O 1 43

う ち纏撒 O O O O O O O

平 成

7 年度

届 出 件数 30 O 8 O 3 O 41

う ち縛徴 1 O 1 O O O 2

平 成

8 年度

届 出件数 47 O 15 O 7 3 72

う ち纏微 O O 1 O 1 1 3

合 。十
届 出 件数 1 10 2 30 O 10 4 156

う ち縦徴 1 O 2 O 1 1 5
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3 景観形成に関する普及啓発

優れた景観形成には 、 行政は も と よ り 、 県民及び事業者が 自主的、 積極的に取 り 組む こ と が不可欠

であ る 。 景観形成に係 る 県民や事業者の意識を盛 り 上げ る ため 、 積極的な普及啓発を行い 、 景観形成

活動の促進を図 る 必要があ る 。 現在、 景観形成に関す る 県民の意識の向上 と地域の個性を生か した美

し く 快適な県土づ く り を進め る ため 、 ｢鳥取県景観大賞｣ を実施 してい る 。

ァ 対象部門 建築物部門、 屋外広告物 ･ 工作物部門、 ま ち なみ ･ 緑花部門

イ 決定方法 県民か ら公募 し 、 そ の中か ら審査員の書類審査及び現地審査に よ り 決定す る 。

ゥ 賞 景観大賞 1 点 景観賞 9 点

表140 鳥取県景観大賞受賞一覧

年 度 名 称 所 在 地 受 賞 者

平成 6 年度 水木 しげ る ロ ー ド 境港市松 ヶ枝町
事 業 者 境港市

鐺慢告 ･ 施工者 水木 しげ る 、 ㈱オ ブ ジ ェ

平成 7 年度 波 し ぐれ三度笠 東伯郡赤碕町赤碕
設 置 者 赤碕町

制 作 者 流 政之

平成 8 年度 植田正治写真美術館 西伯郡岸本町須村
建 築 主 岸本町

説 。十 者 ㈱高松伸建築没。十事務所

4 市町村の景観形成の推進

景観形成を推進 してい く た め には 、 地域に根ざ した地道な取 り 組みが重要であ る 。 市町村では 、 地

域の風土 と歴史に根ざ し た個性あ る 景観を保全 し 、 創造す る ため 、 市町村公園化 景観形成計画の策

定をは じめ 、 地域の実状に則 した景観形成施策を推進 してい る 。

表141 市町村公園化 景観形成。十画策定状況

年 度 策 定 市 町 村

平成 5 年度 鳥取市、 佐治村、 鹿野町、 三朝町、 中山町、 日 野町、 溝 口 町

平成 6 年度 米子市、 郡家町、 船岡町、 八東町、 日 吉津村、 日 南町、 江府町

平成 7 年度 岩美町、 若桜町、 用瀬町、 関金町、 東伯町、 岸本町

平成 8 年度 境港市、 国府町、 福部村、 青谷町、 北条町

合 。十 25市町村
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5 公共事業における景観形成の推進

公共の道路、 橋、 建築物等は 、 景観に与え る影響が少な く な い こ と か ら 、 景観形成につ いて先導的

な役割を果たす こ と が求め られてい る 。 そ のため 、 公共事業の実施に当た っ て工夫すべ き事項や遵守

すべ き事項を示 した公共事業景観形成指針を定め 、 積極的に景観形成を推進 して い る 。 現在 、 公共事

業におけ る 景観形成を推進す る ため 、 次の施策を実施 して い る 。

表142 公共事業におけ る 景観形成施策

施 策 概 要

公共事業におけ る 景観評価の実施

公共事業の設計前に景観形成についての基本的な方向付け と な

る 景観テーマ な どの概要方針を定め 、 こ れ に基づいて没。十及び工

事を行 う 。

公共事業景観形成検討会の 設置

特に景観に配慮す る 必要の あ る 事業につ いては 、 県内 5 ブ ロ ッ

ク に設置す る公共事業景観形成検討会で、 ｢景観評価の概要方針｣
を検討す る 。

(平成 8 年度検討件数) 42件

公共事業景観形成講習会の 開催

公共事業に関わ る県及び市町村の担当者、 設。十 コ ン サル タ ン ト 、

工事施工業者を対象に して 、 景観形成に関す る資質の向上を図 る 。

(平成 8 年度参加者数) 約400名
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第12章 地球環境問題への取組

第 1 節 と っ と り アジ ェ ンダ21 の策定

地球環境問題は人類の生存基盤にかかわ る も のであ り その対策は人類全体で一人ひ と り が主体的に

取 り 組 ま な ければな ら な い重要な課題であ る 。

1992年 6 月 、 ブ ラ ジ ルで開催 さ れた ｢環境 と 開発に関す る 国連会議 (地球サ ミ ッ ト ) ｣ で各国の地方

公共団体が地域住民 と の協議に よ り 、 住民、 事業者、 行政が一体 と な っ て行動を推進 し て い く た め の

｢ ロ ー カ ル ア ジ ェ ン ダ21｣ を策定すべ きであ る と の合意が形成さ れた。

こ れを受けて鳥取県では平成 9 年 2 月 、 地球的視野に立っ て地域の環境の保全のため県民、 事業者、

行政が一体と な っ て取 り 組む具体的な行動の指針と して ｢ と っ と り ア ジ ェ ン ダ21｣ を策定 した。

基本方針 1 環境に配慮 したラ イ フ ス タ イ ルづ く り

現在の大量生産 大量消費 大量廃棄を伴 う 社会経済活動を見直 し 、 それぞれの分野での行動を 、

省資源や リ サ イ ク ル につ と め 、 大気や水環境に配慮 し た 、 環境にや さ し い ラ イ フ ス タ イ ル と し て確立

す る 。

課題 ①エ ネ ル ギー の節約 ･ 効率的利用

②自 動車走行への配慮

③ゴ の減量化

④河川 ･ 湖沼の汚濁の防止

⑤節水 ･ 水資源の有効利用

⑥環境保全活動の推進

基本方針 2 環境にやさ しい地域づ く り

エ ネ ルギーや資源の よ り 効率的な利用のための対策、 物流 ･ 交通対策、 環境に配慮 し た施長の建設

や管理運営等 と併せ、 地域の環境 と 詞和す る農林水産業等の促進、 更には緑地の保全、 創出等 自 然 と

澗和す る環境にや さ し い地域づ く り を推進す る 。

県題 ①豊かな 自 然を残す

②地域の緑化の推進

③都市基盤の整備

④自然エ ネ ル ギー等の活用の推進

⑤環境にや さ し い企業活動の推進

⑥ゴ の散乱防止
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⑦道路環境の整備

⑧環境にや さ し い農業への取組

⑨環境にや さ し い林業への取組

⑲環境にや さ しい漁業への取組

基本方針 3 環境と調和する社会システムづ く り

持続的発展が可能な社会の実現を 目 指 し 、 生産 ･ 流通 ･ 消費 ･ 廃棄の シ ス テ ム を再考す る と と も に 、

地域におけ る 循環型の社会経済シ ス テ ム と して定着す る よ う 各分野での社会シ ス テ ム づ く り を促進す

る 。

課題 ①資源の有効利用

②オ ゾ ン層保護対策の推進

③環境教育 環境学習の推進

基本方針 4 環境分野での国際協力

地球環境問題を理解 し 、 身近な も の と し て関心を も ち 、 環 日 本海地域をは じめ と し て環境分野での

技術交流や熱帯材の適切な使用な ど実施可能な国際協力を推進す る 。

課題 ①環 日 本海地域を中心 と し た国際協力の推進

②熱帯林の無秩序利用の抑制

以上の各課題に対応す る取 り 組むべ き具体的な県民行動、 事業者行動 、 行政行動を あげ、 環境に負荷

の少ない鳥取県を め ざす指針 と して ｢ と っ と り ア ジ ェ ン ダ21｣ に示 した。

第 2 節 環 日 本海交流の推進

1 ｢環 日 本海地域の環境を考える シ ンポジ ウム｣ の開催

環 日 本海地域の環境問題について相互認識を深め る ための シ ン ポ ジ ウ ム を開催 した。

( 1 ) 日 時 平成 8 年1 1 月 29 日 (火)

( 2) 会 場 ホテルニ ュ ーオー タニ鳥取

(3) 内 容 ･ 基調報告 ･ パネルデ ィ ス カ ッ シ ョ ン

(4) 参加地方政府 中国吉林省、 韓国江原道、 ロ シア沿海地方、 鳥取県

2 職員の相互派遣

友好提携を結んでい る韓国江原道 と環境衛生分野研究者の 1 か月 間の相互派遣を実施 し 、 技術交流

を図 っ た。
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の 鳥取県からの派遣

鳥取県か ら韓国江原道保健環境研究院へ 2 名 を派遣 し 、 埋立処分場の浸出水、 処理水、 観測井水

の分析技術の検討等について研究を行 っ た。

(2) 韓国江原道か らの受入れ

韓国江原道か ら鳥取県衛生研究所に 2 名 を受入れ 、 河川及び湖沼の富栄養化防止のための技術体

系の比較等について研究を行 っ た。
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第13章 中小企業に対する貸付

表143 鳥取県中小企業設備資金制度 (平成 8 年度)

貸 付 対 象 中 小 企 業 者 又 は 事 業 協 同 組 合 等

対 象 施 設

貸 付 限 度 額

貸 付 利 率

返 済 方 法

取 扱 金 融 機 関

土地、 建物、 構築物、 機械没備

5 , 000 万円以内 (組合等 5 , 000 万円以内 )

年 2 . 7%以内 (保証付の場合年2 . 31%以内 )

12 年以内 ( 2 年以内 の据置 き を含む。 )

県指定金融機関

表144 公害防止資金貸付実績

年 度 貸 付 件 数 貸 付 金 額

平 成 2

3

4

5

6

7

8

3 件

2

1

O

O

O

O

1 , 5 0 0 万円

6 3 2 0

3 8 3 0

5 0 0 0

表145 施設別貸付実績

諭＼遊雙迦
汚 水処 理 施 設 ばい じ ん防止施設 そ の 他

件 数 貸 付 金 額 件 数 貸 付 金 額 件 数 貸 付 金 額

平 成 2

3

4

5

6

7

8

nリリムー▲
6 3 2 0

3 8 3 0

5 0 0 0
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(2) 中小企業近代化資金等助成法に よ る 設備近代化資金 (無利子) に よ る 貸付け

表146 中小企業設備近代化資金貸付実績

年 度 件 数 金 額 対 象 施 設

平 成 2

3

4

5

6

7

8

一 件

5

1

2

一 万円

7 3 8 6

1 1 5 0

1 9 8 0

汚水処理施設

汚水処理施設

汚水処理施設、 産業廃棄物処理装置

(3) 中小企業金融公庫、 国民金融公庫に よ る 貸付け

表147 中小企業金融公庫、 国民金融公庫に よ る 貸付実績

( 産 業公害防止貸付 ) ( 公 害 貸 付 )

＼＼＼き年度

中 小 企 業 金 融 公 庫 国 民 金 融 公 庫

件 数 金 額 件 数 金 額

平 成 2

3

4

5

6

7

8

2件

2

3

1

1

3 , 500万円

6 , 000

15 , 00O

9 , 000

70 , 000

一件 一万円

(4) 環境事業団貸付け

表148 環境事業団貸付実績

年 度 件 数 金 額 対 象 施 設

平 成 2

3

4

5

6

7

8

件

該当 な し

2

万円

2 4 7 0 0 産業廃棄物処理施設、 汚水処理施設
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第14章 公害紛争処理 公害苦情等

第 1 節 公害紛争処理制度の状況

公害をめ ぐ る紛争は 、 因果関係の解明が困難な と こ ろ か ら 、 公害の裁判に よ る解決に膨大な時間 と 費

用 を要す る のが実情であ り 、 し か も 公害の被害は単に財産上の被害に と ど ま ら ず、 人の健康、 生命に及

ぶ場合 も 少な く な く 、 ま た 、 被害者は比較的弱い立場にあ る 一般住民であ る のが通例であ る 。

こ のため 、 訴。公 と は別に紛争を早期に解決す る こ と を 目 的に 、 昭和45年に公害紛争処理法 (昭和45年

法律第108号) が制定 さ れた。

こ の法律に規定す る 紛争処理の方法は、 あ っ せん 、 凋停、 仲裁並びに裁定 と な っ てお り 、 紛争処理機

関は、 中央機関 と都道府県 と が あ り 、 都道府県の機関については 、 常設の審査会方式の機関 と紛争処理

にあた る べ き候補者を あ ら か じ め委嘱 してお く 名簿方式 と があ る 。

本県の場合は 、 名簿方式を採用 し 、 公害審査委員候補者13名 を お き 、 公害紛争事件が申請 さ れた場合

は 、 知事が候補者の中か ら 3 人の委員 を指名 し 、 公害紛争の処理にあた る 体制を と っ てい る 。

第 2 節 公害苦情の受理処理状況

1 公害苦情の受理状況 (県 、 市町村新規受理分)

(1 ) 平成 8 年度におけ る 本県の公害苦情受理件数は188件であ り 平成 7 年度152件に比べ36件増加 し

てい る 。

(2 ) 年度別公害苦情種類別受理件数は 、 次の と お り であ る 。

表149 年度別公害苦情種類別受理件数

＼＼、、、 年度
、、、、、
キ 、、、、、公害の種類

平 成 3 平 成 4 平 成 5 平 成 6 平 成 7 平 成 8

大 気 汚 染 9 1 3 9 1 4 2 5 2 8

水 質 汚 濁 2 1 1 9 2 5 1 7 2 7 4 3

騒 音 1 2 1 8 1 2 3 1 2 0 3 6

振 動 2 1 6 4 1

悪 臭 1 2 1 9 2 2 3 2 3 2 3 2

土 壌 汚 染 1

そ の 他 9 8 6 1 6 0 4 2 4 4 4 7

。十 1 5 2 1 3 2 1 2 9 1 4 2 1 5 2 1 8 8
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公害の種類別苦情は、 平成 8 年度受理件数では、 水質43件 (23%) 、 悪臭32件 (17%) 、 騒音36

件 (19%) 、 振動 1 件 ( 1 %) 大気汚染28件 (15%) 土壌汚染 1 件 ( 1 %) そ の他47件 ( 17

%) と な っ てい る 。

(3) 受理件数の多い市町村は、 米子市37件 (前年度37件) を最高に 、 鳥取市22件 (前年度32件) 、 境

港市29件 (前年度21件) 日 吉津村10件 (前年度13件) の順 と な っ てお り ほ と ん どが市部に集中

してい る 。

2 公害苦情の処理状況 (県、 市町村新規受理分)

平成 8 年度における公害苦情件数188件中解決 した も の 181件で、 解決率は96 . 3% と な っ てい る 。

平成 8 年度の公害苦情種類別処理状況は、 次の と お り であ る 。

表150 公害苦情種類別処理状況

さがそ 受 理 件 数 A 解 決 件 数 B 解決率 (晏 ×⑨) %

大 気 汚 染 2 8 2 8 1 0 0

水 質 汚 濁 4 3 3 9 9 0 . 7

騒 音 3 6 3 5 9 7 2

振 動 1 1 1 0 0

悪 臭 3 2 3 0 9 3 . 8

土 壌 汚 染 1 1 1 0 0

そ の 他 4 7 4 7 1 0 0

。十 1 8 8 1 8 1 9 6 3
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3 公害苦情の種類別発生源内訳 (県、 市町村新規受理分)

公害の発生源別では、 製造業41件 (22%) サー ビ ス業21件 (1 1%) 、 農業20件 (1 1%) 、 建設業

20件 (1 1%) 、 家庭生活13件 ( 7 %) 卸売 小売業 飲食店12件 ( 6 %) そ の他61件 (32%) な

ど と な っ てい る 。

表151 公害苦情種類別発生源内訳

ゼミ 農 業 建設業 製造業

卸売 ･

小 売業

飲食店

サービス業 家庭生活 そ の 他 。十

大 気 汚 染 8 5 3 4 1 7 28

水 質 汚 濁 3 2 12 2 6 2 16 43

騒 音 3 6 12 2 6 4 3 36

振 動 1 1

悪 臭 10 1 9 1 1 5 5 32

土 壌 汚 染 1 1

そ の 他 4 2 3 3 4 1 30 47

計 20 20 41 12 21 13 6 1 188

第 3 節 企業の公害防止管理者等の設置

公害防止管理者等の設置

昭和46年 6 月 に制定 さ れた ｢特定工場におけ る 公害防止組織の整備に関す る 法律｣ に よ り 、 一定の

用件を備えた特定施長を有す る 工場は 、 そ の特定施設の区分 (大気、 水質、 騒音、 粉 じ ん 、 振動) ご

と に公害防止管理者を選任す る こ と を義務付け ら れ 、 こ の ほか 、 従業員の数、 工場の規模に よ っ ては 、

公害防止統括者、 公害防止主任管理者 も選任 し な ければな ら な い こ と に な っ てい る 。 本県において公

害防止管理者を選任 してい る 工場数は50工場であ る 。
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表152 公害防止管理者等設置状況 (平成 9 年 3 月 31 日 現在)

業種名

工
場

数

公
害

防
止

統
括

者

大気関係公害防止管理者 水質関係公害防止管理者 騒
音
関
係
公
害
防
止
管
理
者

粉
じ
ん
関
係
公
害
防
止
管
理
者

振
動
関
係
公
害
防
止
管
理
者

公
害
防
止
主
任
管
理
者

第
一

種

第
二

種

第
三

種

第
四

種

第
一

種

第
二

種

第
三

種

第
四

種廻り食料品製造業 ハ
コ

2
俊

で

2
′物

ゞ

2
′物

ゞ⑬たばこ製造業 ヤ
ーム 、、

!/

惟
具

す
.具

、
.
ノ

1
4
1
二

ー園繊維工業 1
具 、

ノ

T
上
1
4

増
上

1
4鰯衣服･その他の繊維製品 T

L

、
J′

1
具

T
具

′
rr

t
、

、
.
ノ

｢
上

1
4

′
‐

-、同木材、木製品製造業 T
具

、
.
ノ

1
具

乍
.上

ムノ
、

、

、
、

J′

｢
上

1
4

′
、⑬鍼演ノ品‐製紙造業 り

乙

2
4物

"

1
ん物

ゞ

、
.

‘′

マ
ユ

T
L

′
L
、

2
′物

" 一

、、
′

′

1
4
1
上

′
!

、油･艇贈炭製品製造業 12

3
G 、

.
′

′

1
4
1
4

′
r

u
⑨

一

･、
!/

T
上

｢
上

′′
、

.を曄石製淺製造業 16

4
′a

r

2
′G

ゞ

お
第回鉄鋼業 h

D

3
6 、

ノ

T
1

1
4

2
′物

･

2
′G

い回金属製品製造業 に
･U

4
色

ゞ

3
@

ゞ ー

1
①

3
ん物

ゞ回電気機械器具製造業 イ
ー

3
0

2
れQ

い

1
4

2
名物

ゞ

、
.

′
′

1
込
1
4

′
!

、
、

1
の筋ガス業 T

一驫

T
A

1
4

話 50

26
節

2
/“

い

、
.
′

′

了
上

1
4

′
、

2
′物

ぞ

18
15

4
6

4
@

2
@

3
を

4
④

16
16

6
′超

r

･、
1ノ

｢
ユ

ー
墨

′
‐

、
.

圏 1 業種番号、 業種名は 日 本産業分類に よ る 。

2 ( ) は 、 代理者の数であ る 。
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